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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年2月5日(2015.2.5)

【公表番号】特表2014-511340(P2014-511340A)
【公表日】平成26年5月15日(2014.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2014-025
【出願番号】特願2013-544695(P2013-544695)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 209/86     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  209/86     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月10日(2014.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式ＩＩ
【化１】

（式中、
　Ａｒ1はアリール基であり、
　Ｒ1は、それぞれ、同一であるか、または異なって、Ｄ、アルキルまたはアリールであ
り、
　Ｒ2は、電子求引基であり、
　Ｒ3は、カルバゾリル、ジアリールアミノ、またはそれらの重水素化類似物であり、
　Ｒ4は、それぞれ、同一であるか、または異なって、Ｄ、アルキル、アルコキシ、シリ
ル、シロキサン、電子求引基またはそれらの重水素化類似物であり、
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　Ｒ5は、それぞれ、同一であるか、または異なって、Ｄ、アルキル、アルコキシ、シリ
ル、シロキサン、電子求引基またはそれらの重水素化類似物であり、
　ａは０～４の整数であり、
　ｂは０～４の整数であり、
　ｃは１～５の整数であり、
　ｄは、ｃ＋ｄ≦５であるような０～４の整数であり、かつ
　ｅは０～４の整数である）を有し、さらに、－２．３ｅＶより深いＬＵＭＯ準位および
少なくとも２．９ｅＶのバンドギャップを有する電気活性化合物。
【請求項２】
　Ａｒ1が、フェニル、ビフェニル、ナフチル、ビナフチル、フェニルナフチル、ナフチ
ルフェニル、それらの置換された誘導体またはそれらの重水素化類似物である、請求項１
に記載の化合物。
【請求項３】
　Ａｒ1がアミノ酸では置換されていない、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ1＝Ｄであり、かつａおよびｂが両方とも０より大きい、請求項１～３のいずれか一
項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ2が、シアノ、ニトロ、またはＲがアルキルである－ＳＯ2Ｒである、請求項１～４の
いずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　ｄ＞０であり、かつＲ4が電子求引基である、請求項１～５のいずれか一項に記載の化
合物。
【請求項７】
　Ｒ4が、シアノ、ニトロ、またはＲがアルキルである－ＳＯ2Ｒである、請求項６に記載
の化合物。
【請求項８】
　ｄ＝０である、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９】
　ｅ＝０である、請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
　ｄ＝１であり、Ｒ2＝Ｒ4＝ＣＮである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　化合物Ｂ１～化合物Ｂ１０から選択される化合物。
　化合物Ｂ１：ＬＵＭＯ＝－２．４５　ｅＶ；バンドギャップ＝３．１３　ｅＶ
【化２】

　化合物Ｂ２：ＬＵＭＯ＝－２．５２　ｅＶ；バンドギャップ＝３．１２　ｅＶ
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【化３】

　化合物Ｂ３：ＬＵＭＯ＝－２．６４　ｅＶ；バンドギャップ＝３．１１　ｅＶ

【化４】

　化合物Ｂ４
【化５】

　化合物Ｂ５
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【化６】

　化合物Ｂ６

【化７】

　化合物Ｂ７
【化８】

　化合物Ｂ８
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【化９】

　化合物Ｂ９
【化１０】

　化合物Ｂ１０

【化１１】

【請求項１２】
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　第１の電気接触と、第２の電気接触と、それらの間の光活性層とを含む有機電子デバイ
スであって、前記光活性層が、前記請求項１～１１のいずれか一項に記載の式ＩＩを有す
る有機電子デバイス。
【請求項１３】
　前記光活性層が、前記式ＩＩの電気活性化合物を含み、かつさらにホスト材料を含む、
請求項１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記光活性層が、青色ルミネセント化合物と、ホスト材料と、式Ｉを有する化合物とを
含む、請求項１２または１３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　式ＩＩを有する前記化合物が前記層の全重量を下に１～１０重量％の量で含まれる請求
項１４に記載のデバイス。
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